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Hugo Wolf is considered one of the greatest composers of German romantic songs of the late 

1 9白 century. He was known as a tragic composer, suffering from depression, mood swings, and 

syphilitic insanity during his brief, troubled life. Despite this, the gifted Wolf attracted a number 

of benefactors who supported him throughout his life. In those days though it was not unusual 

for composers to e吋oy such patronage, it was rare that Wolf could receive adequate financial 

support for over the course of his life. 

The purpose of this paper is to survey 出e circumstances of Hugo Wolfs life in 1 877-a year 

in which a series of occurrences brought a number of key benefactors into his life-through an 

examination of letters written by Wolf. These letters revealed two individuals whose support 

helped sustain Wolf: Felix Mott! and Adalbert von Goldschmidt, both of whom helped him by 

offering money and commissions, and helping Wolf cultivate important personal relationships. 

Encountering them in 1 87 7  gradually led to Wolf's gaining an increasing number of supporters; 

from this point of view, the year 1 877 was of great consequence to Wolf. 

キー ワ ー ド ： フ ー ゴー ・ ヴ オ ル フ （Hugo Wolfよ 支援者 （supporters） 、 1 877 年、

書簡 (letters） 、 フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ ト ル （Felix Mott!） 、

ア ー ダルベル ト ・ フ ォ ン ・ ゴル ト シ ュ ミ ッ ト （Adalbert von Goldschmidt) 

1 . は じめ に

本稿は 、 ド イ ツ ロ マ ン派歌曲 の 大家 フ ー ゴー ・ ヴ ォ ル フ Hugo Wolf ( 1 860- 1 903） が生涯 に 受 け

た 支援、 そ の 中 で も 1 877 年に焦点をあ て、 当 時の支援状況、 支援を促 し た根本的要因 を解明す る

こ と を 目 的 と し て い る 。 ヴ ォ ル フ は 「悲劇的な天才 l」 と 称 さ れ る よ う に 、 短 く 、 波乱に 満 ち た生涯
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を送 っ た。 生 ま れ も っ た気難 し く 精神過敏な性格、 さ ら に それに加 え 、 1 8 歳の頃に か か っ た梅毒が

原 因 で 1 897 年 に は操欝形態の進行性脳麻癖を発症 し 、 精神病院 に 強制収容 さ れ る 。 そ の後 ト ラ ウ

ン湖での 自 殺未遂な ど を起 こ し 、 狂気の ま ま 1 903 年 2 月 22 日 に満 43 歳を迎え る 直前に 逝去 し て

い る 。 作曲家 と し て の人生 も 決 し て 華 々 し い も の で は な く 、 歌曲作曲家 と し て 成功す る も の の、 念

願だ、 っ た オペラ作曲家 に は なれず、 生涯貧困 に苦 しんだ。

こ の よ う に 、 一見悲劇的に見え る ヴォ ル フ の生涯だが、 意外に も 彼 に は常に支援を し て く れ る 人 々

が い た 。 小 さ な友人 グルー プが粘 り 強 く 彼を支援 し 、 ま た 1 897 年 に は ウ ィ ー ン に フ ー ゴー ・ ヴオ

ル フ 協会 も 設立 さ れた 2 の で あ る 。 友人の中で も 特に 、 後述す る 作曲家の ア ー ダルベル ト ・ フ ォ ン ・

ゴル ト シ ュ ミ ッ ト Adalbert van Goldschmidt ( 1 848- 1 906） 、 フ リ ー ド リ ヒ ・ エ ク シ ュ タ イ ン 3Fried­

rich Eckstein ( 1 86 1 - 1 939） 、 ハイ ン リ ッ ヒ ・ ヴ、 ェ ルナ－ 4Heinrich Werner ( 1 873 1 927） 、 メ ラ ー

ニエ ・ ケ ッ ヒ ェ ル ド Melanie Kochert ( 1 858- 1 906） ら は 、 ヴ ォ ル フ の 生涯 に 大 き な 役割 を 果 た し

て い る 。 当 時 と し て も こ れほ ど手厚 く 、 し か も 長期間 に 渡 り 支援を受けた作曲家は珍 し く 、 ヴ ォ ル

フ の こ の よ う な待遇は極めて稀な例であ る 。 彼の気難 し く 、 反抗的な気性は一般的に 考 え れば敬遠

の対象に な る はずであ る 。 し か し なぜ人 々 は彼の創作に対す る 援助を惜 し ま な か っ た の か。 彼 ら に

支援を促 し た根本的要因 は ど こ に あ る の か。 ヴ ォ ル フ の創作の根本を 探 る 重要な要因で あ る に も か

かわ ら ず、 こ の点 に 関 し て 掘 り 下げた研究は あ ま り 行われていない。 ヴ ォ ル フ の評伝 と し て は 、 ヴ ァ

ル カ ー （ 1 968） 、 ヴ、 ェ ルバ （ 1 979） 、 デチ ャ イ ( 1 983） 、 ド ル シ ェ ル （ 1 998） が挙げ ら れ る 。 こ れ

ら は、 部分的 に 書簡を引 用 す る な ど史実を も と に詳細に書かれた評伝では あ る が、 ヴ ォ ル フ の生涯

と そ れ に 関 す る 著者の見解を述べ る 側面が強 く 、 彼の支援者に焦点を 当 て た記述は あ ま り 見受け ら

れない。 ま た、 最近の も の で は ズ ッ ヒ （Suchy 20 1 0） が、 ヴ ォ ル フ と 彼の支援者 と い う 視点で論 じ

て い る 。 彼の生涯に わ た る 経済状況を 、 支援者 と の 関連性を交 え て論 じ 、 当 時の 中産階級の人々 が ヴ ォ

ル フ を支援 し て い た文化的側面 も 踏 ま え て論 じ て い る 点は評価で き る 。 し か し 、 事実を客観的 に 述

べ る に 留 ま っ て お り 、 ヴ、オ ル フ の創作 と 支援の 関連、 さ ら に それ ら の 支援を促 し た根本的要因を解

明す る に は至 っ て い な い。

研究を進め て い く 中 で、 1 877 年 と い う あ る 特別な年が浮上 し て き た。 こ の年は、 ヴ ォ ル フ が首都

ウ ィ ー ンで活動を始め、 ウ ィ ー ンを生涯の 「芸術の故郷 6」 と す る き っ かけ と な っ た年であ り 、 さ ら

に こ の年を起点 と し て 、 ヴ ォ ル フ の支援の輸が広が っ て い っ た と い う 、 彼 に と っ て特 に 重要な年で

あ る 。 し か し その重要性 と は相反 し て 、 こ の年を取 り 上げた文献は少な く 7、 こ の 当 時の ヴ ォ ル フ の

支援状況は 明 ら か と な っ て い な い。 そ こ で本稿で は 、 1 877 年にお け る ヴ ォ ル フ を取 り 巻いていた支

援状況、 音楽的環境を、 彼の動向を踏 ま え調査 し、 明 ら か に す る 。 調査す る に あ た り 、 研究対象資

料 と し て ヴ オ ル フ 生誕 1 50 年 に あ た る 20 1 0 年 と 20 1 1 年 に か け て 出 版 さ れ た ヴ ォ ル フ の全書簡集

を参考 に す る 。 こ の全書簡集は レオポル ト ・ シ ュ ピ ッ ツ ア ー 8 Leopold Spitzer ( 1 942 一 ） 監修の も

と 国 際 フ ー ゴー ・ ヴ ォ ル フ 協会か ら 、 全 4 巻で出版さ れた。 ヴ ォ ル フ の書 き 残 し た文書は全 22 1 7

通に わ た り 、 家族や友人、 恋人宛て に書かれて い る 。 し か し 、 22 1 7 通すべて の書簡が出版さ れて い

た 訳 で は な く 、 こ れ ら の書簡は主に宛先の人物 ご と に分類 さ れ、 個別 に 出版 さ れ て い る の み で、 あ っ
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た 9。 ま た書簡や書簡 に 関す る 資料が、 ド イ ツやオース ト リ ア を 中心 と し た各国の図書館や個人所蔵

な ど 、 広 く は ア メ リ カ に ま で も 散 ら ば っ て い た こ と が現状で あ っ た。 そ の た め、 ヴ オ ル フ の書簡資

料は研究 に お い て 扱 い に く く 、 書簡の全体を網羅 し、 内容的研究 ま で至 る と い う こ と は極 め て 困難

な 問題で あ っ た。 し か し 、 こ の全書簡 22 1 7 通が ヴォ ルフ の全集の一環 と し て 出版 さ れ る こ と に よ り 、

こ れ ら の問題は よ う や く 解消 さ れた の で あ る 。 し た が っ て こ の全書簡集 は 今 回 の 研究対象資料 と し

て十分正当性が あ る た め、 1 877 年 に お け る 書簡の支援関連 ・ 音楽的活動 に 関 す る 記述を抜粋、 考察

す る こ と で 当 時の ヴ ォ ル フ の支援状況を検討 し た い。

2 .  1 877 年の書簡について

1 877 年 に ヴ オ ル フ の 残 し た 書 簡 は 全 1 0 通 あ り 、 全書簡集 の 第 一 巻 （Spi包er, Leopold. 20 1 0. 

Hugo Wolf Briefe : 1 8 73・ 1 891 , Band 1 .  Wien: Musikwissenschaftlicher Verlag Wien. 以下 HWB- 1 と

略す） に掲載 さ れ て い る 。 表 1 に宛先、 記載年月 日 と 記載地、 書簡の所在地、 書簡集 に お け る 該 当 ペー

ジの一覧表を挙げる ので、 参照さ れた い。

表 1 ( 1 877 年の書簡一覧表〉
宛先 年月 日 地名 所在 該当ページ

ヴ ィ ン ディ シ ユ グフ ー ツ 叩 の両親 1 877 年 3 月 5 日 （月 ） ウ ィ ー ン Wn HS. HWB-1 p 1 8 

ウ ィ ー ン の フ エ ー リ ク ス ・ モ ッ 卜 ル 1 877 年 1 0 月 8 日 （月 ） ヴィ ン ディ シ ユ WSLb HWB-1 p 1 9 
グラ ー ツ

ヴ ィ ン ディ シ ュ グフ ー ツ の両親 1 877 年 1 1 月 1 3 日 （火） ウ ィ ー ン SBB HWB-1 p20-2 1 
ヴ ィ ン デ ィ シ ュ ク、フ ー ツ の両親 1 877 年 1 1 月 1 5 日 （木） ウ ィ ー ン SBB HWB-1 p21 ・22
ヴ ィ ン ディ シ ュ グフ ー ツの父 1 877 年 1 1 月 24 日 （土） ウ ィ ー ン、 夜 SBB HWB-1 p23・24

ヴ ィ ン ディ シ ュ グラ ー ツ の両親 1 877 年 1 1 月 30 日 （金） ウ ィ ー ン、 午前 SBB HWB-1 p24-25 
1 0 時半

ヴ ィ ン ディ シ ュ グフ ー ツ の両親 1 877 年 1 2 月 初め ウ ィ ー ン Wn HS. HWB・1 p26 

ヴ‘ ィ ン デ ィ シ ュ グラ ー ツの父 1 877 年 1 2 月 1 8 日 （火） ウ ィ ー ン SBB HWB-1  p26・281 2 月 1 9 日 （水） ウ ィ ー ン、 午前
ヴ、 イ ン デ ィ シ ュ ク、フ ー ツ の両親 1 877 年 1 2 月 22 日 （土） ウ ィ ー ン Wn Mus.Hs HWB-1 p29・30

（地名不明） フ ラ ン ツ ・ ぺー ヒ ャ ルツ
1 877 年 1 2 月 羽 田 （ 日 ）

ウ ィ ー ン SBB HWB-1 p30-3 1 
1 2 月 29 日 （土）

※所在地略記
Wn HS. : Osterreichische Nationalbibliothek,Handschriftensammlung （オース ト リ ア 国立図書館、 自筆稿部門）

WSLb: Wiener Stadt und Landesbibliothek, Handschriftensammlung. seit 2006 Wienbibliott帥 im Rathaus （ウ ィ ー ン市州立図

書館、 自筆稿部。 2006 年以降、 市役所内 ウ ィ ー ン図書館）

SBB : Staatsbibliothek zu Berlin （ベル リ ン国立図書館）

Wn Mus.Hs.: Osterreichische Nationalbibliothek, Musiksammlung （オース ト リ ア国立図書館、 音楽部門）

一覧表か ら 分か る よ う に 、 1 877 年に書かれた も のの ほ と ん どが、 故郷の両親に宛て て書かれた も

のであ る 。 友人宛て の も の はわずか 2 通、 指揮者の フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ ト ル Felix Mottl ( 1 856・ 1 9 1 1 )

と フ ラ ン ツ ・ ペー ヒ ャ ル ツ 1 1 Franz Peharz （生没年不明） に宛て た も の で あ る 。 フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ
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ト ル は ヴ ォ ル フ の ウ ィ ー ン に お け る 支援者 と し て重要な人物で あ り 、 後 に 詳 し く 述べ る 。 ま た書簡

の書かれた時期 に 関 し て は 、 3 月 に l 度書かれた後、 1 0 月 ま で一通 も 残 っ て い ない。 こ れは ヴォ ル

フ の動向 と も 関係 し て い る た め 、 以下、 ヴ、オ ル フ の動向 と 書簡 と を照 ら し合わせなが ら 、 当 時の 状

況を探 っ て い く 。 なお書簡 の 内容は極めて 多岐に わ た る ため、 本論の 目 的で あ る 支援関連 ・ 音楽的

活動に つ い て の記述が と り わ け見 ら れない 1 2 月 初め、 1 2 月 23 ・ 29 日 付の書簡は 除 き 、 全書簡 1 0

通中 8 通を研究対象 と し た。

3 . 1 877 年 ヴ ォ ル フ の動向

こ の章では 1 877 年の ヴ ォ ル フ の動向 と 、 その行動の動機 と 考え ら れ る も のを探っ て い く 。 こ の年、

ヴ、 オ ル フ は 1 875 年 7 月 か ら 通 っ て いた ウ ィ ー ン音楽院か ら 退学処分を受け る 。 音楽院退学の正確な

月 日 を伝え る 文書な ど は残 っ て い な い。 退学処分を受けた理由 に つ い て は い く つかの伝記 12 に 記 さ

れてお り 、 そ の事件の経緯は次の よ う であ る 。 ヴ ォ ル フ が あ る 日 、 校長のヘル メ スペルガー宛に く フ ー

ゴー ・ ヴ ォ ル フ 〉 の署名 入 り の脅迫状を送 り つけた。 結局、 脅迫状は仲間のいたず ら で、 あ っ た が、 筆

跡鑑定を し て欲 し い と い う ヴォ ル フ の 申 し 出 は受け入れ ら れず、 退学さ せ ら れた ・ ・ と い う 説が有力

な よ う であ る 。 ヴ ォ ル フ 自 身 は学校当局が登校禁止の決定を下す前に 、 自 分か ら 退学 し た 13、 と 生涯

言い続け て い た よ う で は あ る が、 前述 し た と お り こ の件 に 関 し て ヴ ォ ル フ が述べて い る 書簡 は 残 っ

て お ら ず、 事件の真相 は 定 か で は な い。 いずれに し て も 、 こ の件を き っ か け に ヴ ォ ル フ は故郷 ヴ ィ

ン デ ィ シ ュ グラ ー ツ に 戻 る こ と と な る 。 彼が故郷に戻 る つ も り であ っ た こ と は、 3 月 5 日 付両親宛

て書簡 14 か ら 窺 え る 。

3 月 1 8 日 に故郷 ヴィ ンディ シ ュ グ、ラ ー ツ に 帰 っ た ヴォ ル フ は 、 そ の 問、 交響曲変 ロ 長調の作曲に

着手 し た。 オース ト リ ア 国立図書館の音楽部門 に所蔵さ れて い る ヴ ォ ル フ の ス ケ ッ チ ブ、 ッ ク か ら は、

1 877 年 4 月 26 日 に 第 3 楽章 と し て ニ長調の緩徐楽章を意図 し、 ま た別の草稿か ら 1 877 年 5 月 に

ス ケ ル ツ ォ を脱稿 し 、 さ ら に も う 一度推敵さ れた こ と が分か る 15。 ま た、 こ の帰省期 聞 に ピ ア ノ の

た め の 《 フ モ レ ス ケ Humoreske》、 後に ヴォ ル フ の最初の歌曲集 《女声 の た め の 6 つの歌曲 Sechs 

Lieder fiir eine Frauenstimme》 の 中で出版さ れる 《朝露 Morgentaゆ な ど い く つかの歌曲が作 曲 さ

れた。 し か し 「長い 隠遁生活 の 中 、 常 に ウ ィ ー ン に 帰 る 方法 を た く ら ん で い た 16」 と あ る よ う に 、

や は り ウ ィ ー ン に 戻 ろ う と す る 意志は強か っ た よ う で、 ヴ ォ ル フ は友人の一人 フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ

ト ルに 次の よ う に打診 し て い る 。

ウ ィ ー ンの フ 工 ー リ ク ス ・ モ ッ ト ル宛 1 0 月 8 日 （月 ） ヴ、 イ ン デ、ィ シ ユ グラ ー ツ

残念な が ら 、 僕は ま た あ な た に 無理なお願いを押 し付けて、 悩 ま せて し ま いそ う です。 ど う

か こ の願いを最初か ら 大 し た こ と で はない と 、 思わ ないで く ださ い。

僕の父 は も と も と 酷い経営状況に苦 しんでいたのですが、 最近で は さ ら に 5000 フ ロ リ ン の

手形に も 返済期限が来て し ま い、 も はや僕に十分な資金援助な ど で き る 状態ではな く 、 僕 に 、
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あ る 程度 ま と も な生活を送 る こ と がで き る と い う 幾つかの レ ッ ス ン の 見込みが 立 た な い う ち

は 、 僕 は と て も ウ ィ ー ン に は戻れそ う に あ り ま せん。 あ な た は 既 に 大 き な影響力 と 幅広い

交友関係を持た れて い て 、 こ の件で僕に親切 』こ す る こ と は、 き っ と 造作 も ない こ と で し ょ う 。

な に し ろ ヴィ ン デ ィ シ ュ グ ラ ー ツ で冬を越す と い う こ と は 、 僕 に と っ て苦痛ですか ら ね。 こ

こ で は ど んな音楽の楽 し み も 味わ う こ と がで き ないんです。 ど う か好意的 に 僕 の頼み に 応 じ

て 下 さ い ま す よ う に 。 ウ ィ ー ン に 戻 っ た時は、 ど ん な お礼で も 致 し ま す の で。 そ れ で は 、 僕

の願い を 聞 き 入れて下さ る か ど う か、 あ ら か じ め早い う ち に お返事を頂ければ、 幸いです 1 70 

父親の経済上の悩みを打ち 明 け 、 何 と か ウ ィ ー ン に戻れる よ う 懇願 し 、 苦心す る 様子が う かが え る 。

モ ッ ト ルに 加え さ ら に も う 一人注 目 すべき人物がい る 。 1 877 年の書簡 に 、 繰 り 返 し そ の 名 が登場

し て い る 、 ア ー ダルベル ト ・ フ ォ ン ・ ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト であ る 。 実 は 、 先程の 3 月 5 日 付両親宛て

書簡 18 の続き に も 、 既に こ の二人の名前が記さ れてい る 。

ヴ ィ ン デ ィ シ ユ グラ ー ツ の両親宛 3 月 5 日 （月 ） ウ ィ ー ン ・ ・ ・ 続き

僕は今 も 、 少 し収入を得 る た め に ゴル ト シ ュ ミ ッ ト の伴奏の仕事を 引 き 受 け て い ま す。 1 5 フ

ロ リ ンほ ど も ら え れば良いの ですが。 今 日 は 《 ヴ ァ ルキ ュ ー レ》の初演があ り 、 おそ ら く 主之

上止 と 一緒 に パルム公爵夫人の浅敷席に行き ま す。 昨 日 は ウ ィ ー ン ・ フ ィ ルの演奏会 に 出掛

け ま し た。 主要な演 目 は、 メ ン デルス ゾー ンの 《真夏の夜の夢》 で し た が、 そ れ は 素晴 ら し

い も ので し た 1 9。 （下線は筆者 に よ る ）

こ の書簡か ら も 二人 と ヴ ォ ル フ の親密 さ が う かがえ る 。 一体二人 は ヴ ォ ル フ と ど の よ う に 関わ り

を 持 っ て い た の だ ろ う か。 次 に こ の二人 と ヴォ ル フ と の 関わ り 、 さ ら に 支援の状況 に つ い て 詳 し く

見て い く こ と と す る 。

4 .  ヴ ォ ルフ の支援者た ち と 支援状況

4 - 1 .  ヴ、 ォ ルフ の支援者た ち

前章で述べた二人の主要な支援者 フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ ト ル と アー ダルベル ト ・ フ ォ ン ・ ゴ、ル ト シ ュ

ミ ッ ト と は 、 1 876 年 に ヴォ ル フ は知 り 合っ て い る 。 こ こ では二人の人物像、 さ ら に ヴオ ルフ と の関

連性について紐解いてみ る 。

( 1 ） フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ ト ル 20 （指揮者）

フ ェ ー リ ク ス ・ モ ッ ト ル は 1 856 年 ウ ィ ー ン の ブル ジ ョ ア 階級 の家 に 生 ま れ、 ヴ ォ ル フ と は 4 歳

違いで あ っ た。 1 866 年 に 、 レー ヴ、 エ ン ブル グの神学校 に ボーイ ソ プラ ノ と し て 入 り 、 1 870 年か ら

は ウ ィ ー ン音楽学校 で ア ン ト ン ・ ブル ッ ク ナー Anton Bruckner ( 1 824- 1 896） ら に 師事 し、 作 曲
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と 指揮法を学び優秀な成績を修め て い る 。 彼のキ ャ リ ア は 、 帝立 ・ 王立宮廷歌劇場 k.k. Hof-Opern­

theater-Neues Haus ( 1 920 年以降、 現 ウ ィ ー ン 国立歌劇場） の コ レペテ ィ ト ウ ア と し て 始 ま っ た。

彼 は そ の後、 ウ ィ ー ン ・ ア カ デ ミ ッ ク ・ ヴ ア ー グナー協会 Wiener Akademischer Richard Wagner­

Verein (WAWV） の合唱監督を務め、 1 876 年の第一回パイ ロ イ ト 音楽祭で は 《ニーベル ン グの指環》

の最初の全曲上演の準備 に お い て 、 指揮者ハ ン ス ・ リ ヒ タ ー 21Hans Richter ( 1 843 1 9 1 6） の助手

を務め て い る 。 さ ら に 1 886 年か ら 1 906 年 ま ではバイ ロ イ ト 音楽祭の指揮者を務め、 当 時 ヴ ァ ー

グナ一作品の有能な指揮者 と し て名前を馳せて い た よ う で あ る 。 こ の 聞 に 、 カ ール ス ルーエ歌劇場

の指揮者、 後年は ヴ ア ー グナーの専門家 と し てニ ュ ー ヨ ー ク や ロ ン ド ン で客演 し 、 1 9 1 1 年 ミ ュ ンヘ

ン に おい て 1 00 回 目 の 《 ト リ ス タ ン と イ ゾルデ》 を指揮 し て い る 最中 に 心臓発作で倒れ、 そ の ま ま

息を 引 き 取 っ た。 こ の よ う に ヴ、 ア ー グ、ナー作品 に極めて定評の あ っ た モ ッ ト ルか ら 、 ヴ ォ ル フ の与

え ら れた影響 は 大 き く 、 ヴ ァ グネ リ ア ン であ っ た ヴ ォ ル フ の創作活動に モ ッ ト ルの存在 は か かせな

い も の であ っ た と 言え る 。 当 時既に キ ャ リ アを積みつつあ っ た少 し年上のモ ッ ト ルは ヴォ ル フ に と っ

て 、 憧れに も 似た存在であ っ た に 違いない。 気難 し く 素直 に なれない性格の ヴ ォ ル フ が あ れ ほ ど援

助を懇願で き た の も 、 モ ッ ト ルが相手であ っ たか ら ではな いか。 モ ッ ト ルは ウ ィ ー ン に お け る 、 ヴォ

ル フ の頼れ る 兄的存在で、あ っ た と 考 え ら れ る 。

( 2 ） アー ダlレベル ト ・ フ ォ ン ・ ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト 22 （作曲家）

二人 目 の ア ー ダルベル ト ・ フ ォ ン ・ ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト は ウ ィ ー ンの銀行員 の家庭 に 生 ま れ、 自 身

も 銀行員 と な る が、 の ち に 辞職 し て作曲 と 詩作に専念 し た 人物であ る 。 彼が最初に 成功を収め た の

は 1 876 年作曲 の オ ラ ト リ オ 《七つの大罪 Die sieben Todsiinden》 のベル リ ン で の上演であ り 、 こ

の作品は ド イ ツ 諸都市、 パ リ で も 上演 さ れ成功を収め て い る 。 た だ し、 ハ ン ス リ ッ ク は、 こ の作品

を醜 く 、 大 げ さ で、 ヴ ァ ー グナー を模倣 し た だ け の独創性 の な い も の で あ り 、 そ の作 曲 者 は 「何

十万 も の大罪を犯 し て い る 」 と 非難 し た 23 ょ う で あ る 。 その後、 彼の最 も 主要な作品であ る オペ ラ ・

オ ラ ト リ オ三部作 《ゲア Gaea》 の作曲 に取 り 組み 1 893 年にベル リ ンで初演 し て い る 。 そ の他に も

交響詩、 歌曲、 室内楽曲、 ピ ア ノ 曲 、 コ ミ ッ ク ・ オペラ 《信心深いへ レネ Die fromme Helene》 等

を作曲 し て い る 。 当 初 は 純粋な創作意欲に燃え作曲 に 取 り 組んで い た が、 私利私欲 の た め に 創作意

欲は徐々 に 衰 え 、 後年その存在は ウ ィ ー ン 中 に名の知 ら れた奇人 と な っ て い た よ う であ る 24。 作曲

活動 と は別 に 、 音楽貢献 と い う 面で、 彼の妻パ ウ ラ の主催す る サ ロ ンで毎週 日 曜 日 に 聞かれて い た

音楽協会が挙げ ら れ る 。 こ のサ ロ ンは ウ ィ ー ン音楽界の 中心的存在であ り 、 1 877 年、 初めて こ のサ

ロ ン に 招かれた ヴォ ル フ に と っ て も 、 こ の場所は、 その後の支援の輸を広げる 鍵 と な る 場 と な っ た。

ヴ ォ ル フ よ り 1 2 歳年上の ゴル ト シ ュ ミ ッ ト は こ の頃既に作曲家 と し て 名 の知 ら れた存在に な っ て お

り 、 経済的に も 裕福な あ る 一定の地位を持 っ た人物で あ っ た。

ヴ ォ ル フ が二人 と 知 り 合 っ た 1 876 年の書簡に は二人の名 前 は 見 ら れず、 当 時の 関係を探 る 事 は

困難で あ る が、 志を共 に す る も の同士、 惹かれ合い、 多 く の こ と を刺激 し 合 っ た と 考 え ら れ る 。 様 々
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な音楽に溢れ、 音楽の情熱を共有で き る 仲間の い る 都 ウ ィ ー ン に ヴ ォ ル フ が戻 り た い と 懇願 し た の

は、 当然の こ と であ ろ う 。 1 877 年 に な る と こ の年の全 1 0 通分の書簡に おい て 、 1 2 月 初め 、 1 2 月

23 日 付以外の書簡 に はすべて、 両者 ま た は ど ち ら かの名前が記載 さ れて い る 。 つ ま り 、 それほ ど二

人 と は親密な 関係に な っ て い た と 考 え ら れ、 あ る 程度の援助を得 ら れ る と い う 見通 し がなければウ ィ

ー ン に 戻 る こ と は で き な か っ た はずであ る 。 こ う し て 1 877 年 1 1 月 1 1 日 、 ヴ ォ ル フ は念願の ウ ィ ー

ン に 戻 る こ と がで き 、 ウ ィ ー ン での生活を再開す る こ と と な る 。

4 - 2 .  支援状況

前述の経緯で ウ ィ ン に戻 っ て き た ヴ ォ ル フ だが、 実際に は具体的に ど の よ う な支援を受け る こ

と がで き た の だ ろ う か。 こ こ か ら は ヴ ォ ル フ が受けた支援を、 そ の 種類 に 分 け て 書簡 と と も に 見 て

い く 。 支援の種類 は そ の 内容か ら 、 大 き く 分けて （ 1 ) 仕事に 関 す る 支援、 （2） 芸術的環境 に 関 す る

支援、 （3） 音楽的支援の 3 つの も の が挙げ ら れ る 。 最初 に 、 こ れ ら すべて の支援の き っ か け と な っ

た ゴル ト シ ュ ミ ッ ト 宅での音楽協会について述べ る 。

彼 が 「何人か の よ い友を ウ ィ ー ン上流社会の音楽協会で見つ け た 25J と い う 音楽協会は前述 し た

通 り 、 当 時の ウ ィ ー ン音楽界 に お い て極めて有名 な も の で、あ っ た。 こ の協会に 関 し て は以下の様な

記述が残 っ て い る 。

ヴ、 イ ン ディ シ ュ グラ ー ツ の父宛 1 1 月 1 5 日 （木） ウ ィ ー ン

そ の う え 当 地 で は あ る 協会が聞かれて お り 、 熱心に 音楽や音楽文学、 詩や ド イ ツ 文学 な ど の

講演が催さ れ、 意見交換が行われて い ま す。 こ れは社会的な協会で、 会員た ち は ゴル ト シ ュ ミ ッ

ト の家 に 集 ま っ て い ま す。 その場に僕がい る の は 当 然の こ と で、 なぜな ら みんな、 と り わ け

ゴル ト シ ュ ミ ッ ト 、 シ ェ ー ン ア イ ヒ 26 博士、 パ ウ ム ガル ト ナー 27 博士、 画家ユ リ ウ ス ・ ブラ ー

ス な どが僕を非常 に 好 ま し く 思 っ て く れて い る か ら です 280 

書簡に記載さ れた こ れ ら の人物はいずれ も 中産階級の著名 な人物 で あ る 。 こ の音楽協会 に お い て 、

こ れ ら の人 々 と 関わ る 中 で ヴ ォ ル フ は 自 身に 欠 け て い た社会的教養、 知識な ど を身 に 付 け 、 さ ら に

交友関係を広げて い く こ と と な る 。 1 877 年に初めて参加 し て以降、 ヴ ォ ル フ は こ の協会 に 支援 し 続

け ら れる こ と と な り 、 こ の協会への参加が、 後の支援 に 繋 が っ て ゆ く 始 ま り であ っ た こ と は 間違い

ない。

( 1 ） 仕事に 関す る 支援

ウ ィ ー ン に 戻 っ た ヴォ ル フ に と っ て 最 も 必要であ っ た の は 、 仕事 に 関 し て の支援で あ る 。 生 き て

い く た め に職を探 し て い た ヴ ォ ル フ だが、 新た に で き た人脈が彼を助け る こ と と な る 。 「会で知 り 合 っ

た 人 々 が骨を折 り ピ ア ノ 教師の仕事を彼に紹介 し 29」 、 そ の 中 で も 「特に ゴル ト シ ュ ミ ッ ト やモ ッ ト
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ル が 中心 と な っ て生徒を 得 る 手助 け を し て い た 30」 ょ う で あ る 。 そ の 証拠 と し て 以下の記述がみ ら

れ る 。

ヴ、 イ ン ディ シ ュ グラ ー ツ の両親宛 1 1 月 1 3 日 （火） ウ ィ ー ン

昨 日 僕は一つ 目 の レ ッ ス ンを し ま し た。 僕が レ ッ ス ン し た の は二人の愛 ら し し 、小 さ な女の子

で し た。 レ ッ ス ンを し て い る の は火、 木、 土曜 日 の午前 8 ～ 1 0 時の間です。 夜は ゴル ト シ ュ

ミ ッ ト に招待さ れて、 そ ち ら で、有名 な彫刻家テ イ ル ク ナー 3 1 の兄弟 に 、 二つ 目 の レ ッ ス ンを

し ま し た。 も っ と 詳 し く 言 え ば音楽の基礎を教え ま し た。 今 日 （ 水 ） は 2 時か ら 、 最初の レ ッ

ス ンがあ り ま す。 1 2 月 の半ばに、 も う 一度 レ ッ ス ンが あ る ので、 おそ ら く 近い う ち に ま た報

酬が も ら え る で し ょ う 320

モ ッ ト ルが紹介 し て い た件についての記載は、 書簡か ら は得 ら れな か っ た が、 「 ゴル ト シ ュ ミ ッ ト

と モ ッ ト ルは ピ ア ノ と ヴ ァ イ オ リ ンの レ ッ ス ン で、 多 く の生徒た ち と 関連があ っ た 33」 と 指摘す る

研究者 も お り 、 こ の よ う に 、 ヴ ォ ル フ は既に活動 し て い た ゴル ト シ ュ ミ ッ ト ら の人脈に便乗 し 、 仕

事を分けて も ら う 形で収入を得てい た こ と が窺え る 。 当 時い く ら 得て い た のか具体的な収入額が書

簡に記さ れてい る 。

ヴ、 イ ン デ ィ シ ユ グラ ー ツ の父宛 1 1 月 1 5 日 （木） ウ ィ ー ン

と り わ け喜ば し い知 ら せがあ り ま す、 も う こ れ以上送金を し て 頂 く 必要がな く な り ま し た ！

二つ 目 の レ ッ ス ン で毎月 1 5 フ ロ リ ン も ら え る こ と に な り ま し た 340

こ の収入が ど れ く ら い の も の であ っ た のか。 フ ロ リ ンの現在の邦貨への換算 は物価水準な ど が異

な る の で 困難で あ る が、 参考 ま で に 、 1 9 世紀前期の ウ ィ ー ン で は 、 政府の宮廷官房書記官が年収

500 フ ロ リ ン、 ブル ク 劇場の楽長が 560 フ ロ リ ン、 大学の若い講師が 400 フ ロ リ ン、 小学校教師

は 1 20 ～ 250 フ ロ リ ンで、 あ っ た お と 言 う か ら 、 一つの レ ッ ス ンで毎月 1 5 フ ロ リ ン も ら え る の は ほ

ど ほ ど に 良い収入 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 さ ら に ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト は こ の年に オ ラ ト リ オ 《七つの

大罪》 を初演 し て お り 、 そ の ス コ ア の校正を ヴォ ル フ に依頼 し て い る 。 それが、 前述 し た 1 1 月 1 5

日 付書簡の、 “ と り わ け喜ば し い知 ら せ ” の 内容であ る 。

・ ・ ・ ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト が今 日 私に 《七つの大罪》 の ス コ ア を校正す る よ う 依頼 し て き た の です。

僕 は 歌劇場に 足を運んで、 毎 日 数時間、 レ ッ ス ンがない 日 は午前中 9 ～ 1 2 時 ま で、 午後は

4 ～ 6 時の 間 ま で働い て い ま す。 さ し あ た り 、 1 日 に つ き 2 フ ロ リ ン も ら え る の です。 作品

全体の校正 に は 4 週間はかか る で し ょ う 360 

ま だ若干 1 7 歳の ヴォ ル フ に校正の仕事を頼むな ど、 あ る 程度の信頼がな ければ決 し て し な い こ と
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だ ろ う 。 ヴ ォ ル フ 自 身 も 「彼は精神的 ・ 学問的観点か ら も 、 音楽の観点か ら も 僕 の 中 に と て つ も な

い前進を認めて い ま す 37」 と い う 自 分が支援を得 ら れ る 理由 に つ い て の見解を述べて い る 。 そ の う

え ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト は 「お金に 困 っ た ら 自 分に 相談すれば よ い 38」 と い う 提案 ま で し た と 言 う 。 つ

ま り こ れ ら の こ と か ら 、 ゴル ト シ ュ ミ ッ ト は若い ヴ オ ル フ の才能を早 く か ら 見 出 し 、 将来性 も 見据

え た上で支援 し て い た と 言 え る だ ろ う 。 以上の よ う に 1 877 年 当 時、 ヴ ォ ル フ は才能を見出 し て く

れた ゴル ト シ ュ ミ ッ ト ら に仕事を紹介 し て も ら い、 ピ ア ノ の レ ッ ス ン を幾つか掛け持ち 、 オ ラ ト リ

オ ス コ ア の校正 ・ ア シ ス タ ン ト を す る こ と で、 質素な生活を送 る に は 十分な収入を得 て い た と い う

当時の状況が明 ら か と な っ た。

( 2 ） 芸術的環境 に 関す る 支援

次 に 、 当 時の ヴ ォ ル フ を取 り 巻 く 芸術的環境 と し て 、 ウ ィ ー ン で は 日 夜開かれて い た 演奏会が挙

げ ら れ る 。 ヴ ォ ル フ は 当然の こ と な が ら 金銭的余裕は な く 、 自 分で お金を 出 し演奏会 に 行 く 余裕は

な か っ たが、 こ の演奏会に 関 し て も 二人か ら 支援を受 け る こ と がで き た。 ま ず初 め に 、 二人か ら 演

奏会に か か る 資金援助を受け て い た こ と が書簡か ら 明 ら か と な っ た。 以下、 そ の記載が見 ら れ る 書

簡であ る 。

ヴ、 イ ン デ、ィ シ ユ グラ ー ツ の両親宛 1 1 月 1 3 日 （火） ウ ィ ー ン

・ ・ 夜 に 僕 は ケ ル ビ ー ニ の 《水の運搬入》 を観に行き ま す。 モ ッ ト ルか ら 入場券を も ら っ

た のです 390

ヴ、 ィ ン デ、ィ シ ュ グラ ー ツ の父宛 1 1 月 1 5 日 （木） ウ ィ ー ン

今 日 の正午はモー ツ ア ル ト の 《 レ ク イ エム》 があ り 、 僕 と モ ッ ト ル、 ゴル ト シ ュ ミ ッ ト 、 シ ェ ー

ン ア イ ヒ は も う チケ ッ ト を手に入れる こ と がで き な か っ た の で、 ご ま か し て入 り 込 ま な ければ

な り ま せんで し た。 最初に入ろ う と し た時はみんな追い返 さ れ ま し たが、 二回 目 は成功で し た。

その大き な理由は、 お金持ち の ゴル ト シ ュ ミ ッ ト がい く ら か紙幣を差 し 出 し たか ら です べ

次 に 資金援助の他、 ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト の人脈のおかげで、 数々 の優遇を受 け て い た こ と も 書簡か ら

明 ら か と な っ た。 以下の よ う な記述が残 っ て い る 。

ヴ、 ィ ン デ、ィ シ ュ グラ ー ツ の両親宛 1 1 月 30 日 （金） ウ ィ ー ン

昨 日 の夜はヘル メ スペル ガー弦楽四重奏団の演奏を聴き に行き ま し た。 も っ と 詳 し く 言 え ば、

僕は ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト と 一緒 に 、 制服を着た二人の給仕 と 馬車 に 乗 っ て 出掛 け た の です。 幸

運な こ と に 、 賑やか な “ ウ ィ ー ン音楽院生の男 の子た ち ” の集 団 と 出 く わ し ま し た。 彼 ら は

僕に 目 を見張 っ て い ま し た が、 僕は彼 ら な ど見 る に値 し ない と 思い ま し た。 （中略） ア ンナ と
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イ ー ダおの ヴ沿イ ン ツ ェ ンベル ク 姉妹が、 最上席か ら 柄付 き 眼鏡でず っ と 僕の様子を観察 し て い

ま し た。 も う 破裂 し そ う な く ら い嬉 し か っ た です。 だ っ て 、 かつて は あ んな に貧乏だ っ た ヴォ

ル フ の野郎が、 最前列の平土間席で声望あ る 作曲家や金持ち の貴族 （準爵士であ る ） ゴル ト シ ュ

ミ ッ ト と 並んで、 じ か に演奏者た ち と 、 すな わ ち 、 と て も や さ し く （下線は ヴ戸 オ ル フ 自 身に よ る ）

僕に語 り かけて く れ る ヘル メ スペルガー と 実際に並んで腰を か け て い た の ですか ら 4 1 0

ヴ、 イ ン デ ィ シ ユ グラ ー ツ の父宛 1 2 月 1 9 日 （水） ウ ィ ー ン

ハ ノ ー フ ァ 一宮廷劇場の シ ョ ッ ト 氏が当地で 3 つの客演を行 っ て い ま す。 一つ 目 の 《 タ ン ホ

イ ザー》 では圧倒的な大成功 を お さ め、 二つ 目 の演 目 が 《 ト ルパ ド ウ ール》、 そ し て木曜 日 、

す な わ ち 明 日 《 ロ ーエ ン グ リ ン》 があ り ま す。 彼が と て も 傑 出 し て い る の は 、 卓越 し た演奏

と 作品の精神的解釈 に お い て です。 シ ョ ッ ト は ゴル ト シ ュ ミ ッ ト と 仲の 良い知 り 合いで、 そ

れ ゆ え 、 僕 と も 仲良 く し て く れ ま す。 《 ロ ーエ ン グ リ ン》 の入場券を シ ョ ッ ト は僕 に 8 枚 も

く れ ま し た。

1 1 月 30 日 の書簡か ら は 、 ウ ィ ー ン音楽院時代の 同級生に対す る 自 慢 の よ う な心情 も 読み取れ る 。

ま た ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト の 幅広い交友関係 に あ や か り 、 ヴ ォ ル フ も 様 々 な著名人 と 知 り 合い に な り 、

優遇 さ れて い た様 で あ る 。 前年 ま で、 は貧乏な苦学生であ っ た が、 そ の待遇 は ゴ、ル ト シ ュ ミ ッ ト と の

出会いで こ の年に大き く 変化 し た と い え る だろ う 。 金銭面や、 音楽界 に お け る 人脈づ く り な ど 、 様 々

な面か ら 芸術的環境を整え て も ら う こ と で、 ウ ィ ーンで音楽家 と し て歩むための基盤が作 ら れて い っ

た と 考 え ら れ る 。

( 3 ） 音楽的支援

最後 に 、 （ 1 ) ( 2 ） で前述 し て き た以外の音楽的支援について取 り 上げ る 。 こ の他 に も 、 ヴ ォ ル

フ の才能を見込んだ二人 は さ ら に 才能を伸ばすべ く 、 あ ら ゆ る 面で音楽家 と し て ヴ ォ ル フ を育て よ

う と 尽力 し た。 ま ずは 「モ ッ ト ル は特に ヴ ォ ル フ の芸術的発展 に 貢献 し た 42」 、 「 ヴ ォ ル フ は モ ッ ト

ルか ら 音楽的助言を受け て お り 、 と り わ け彼か ら ピ ア ノ で ヴ ア ー グナ一作品の解釈を学んだ 43J と

指摘さ れて い る よ う に 、 モ ッ ト ルが ピ ア ノ の レ ッ ス ンを享受 し て い た こ と に 関す る 記述であ る 。

ヴ ィ ン デ ィ シ ュ グラ ー ツ の父宛 1 1 月 1 5 日 （木） ウ ィ ー ン

モ ッ ト ルか ら も 多 く を学ぶ こ と が で き ま す。 彼は週 2 回、 僕に ピ ア ノ の レ ッ ス ンを受け さ せ

て い ま すが、 ベー ト ー ヴ、ェ ンやそ の他の ソ ナ タ 、 特に ヴ ア ー グナ ー の ピ ア ノ 用 ス コ ア 、 彼の

作品で も と り わ けニーベル ン グの三部作を、 必ず彼の前で演奏す る と い う 約束 に な っ て い ま

す。 それに よ っ て僕は コ レペテ ィ ト ウ ア と し て 自 信を持て る よ う に な り ま し た 4\

こ の ヴ ォ ル フ の青年期、 早い段階に おいて、 自 身 も コ レペテ ィ ト ゥ ア と し て キ ャ リ ア を始め、 さ
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ら に ヴ ア ー グナ一作品 に 定評の あ る モ ッ ト ルか ら 毎週 レ ッ ス ンを受け た こ と は 、 ヴ ォ ル フ の作風や

創作に お い て 、 多大な る 影響を も た ら し た と い え る だ ろ う 。 ま た前述 し た通 り 、 ゴル ト シ ュ ミ ッ ト

は 自 作の オ ラ ト リ オ 《七つ の大罪》 の ス コ ア の校正を依頼す る こ と で、 こ の若い音楽家の才能を見

込み、 ヴ ォ ル フ の才能を伸ばす こ と も 視野 に 入れて依頼 し た の で は な い か、 と 推測 で き る 。 ま た ゴ

ル ト シ ュ ミ ッ ト の紹介に よ っ て 、 ヴ ォ ル フ の音楽家 と し て の道が聞かれて い っ た と い う こ と を裏付

け る 記述が残 っ て い る た め 、 抜粋 し て紹介す る 450 

ヴ、 ィ ン デ、ィ シ ユ グラ ー ツ の両親宛 1 1 月 30 日 （金） ウ ィ ー ン

再 び よ い知 ら せが あ る の です ！ ! R. ヴ ァ ー グナー の親 し い友人の一人 シ ェ ー ン ア イ ヒ 博士

が、 来年僕をパイ ロ イ ト に連れて い き 、 ヴ ア ー グナーに紹介 し て 、 彼の未来の 《パル ジ フ ァ ル》

劇の写 し を す る よ う 、 僕を推薦 し て く れ る と い う のです。 そ う な れば、 僕 は 巨 匠 と じ か に 接

触す る こ と がで き ま す “。

ヴ ォ ル フ が初 め て パ イ ロ イ ト を訪れた の は 1 882 年の夏であ り 、 こ の話 は 実現 し な か っ た。 し か

し シ ェ ー ン ア イ ヒ 博士 は 、 前述の ゴル ト シ ュ ミ ッ ト の音楽協会で出会 っ た人物で あ る 。 「生活必需品

か ら 職の支援に 至 る ま での彼 ら （ ウ ィ ー ン に お け る 支援者た ち ） の支援がな ければ、 彼の人生は他

の 多 く の方向を進む こ と に な っ た と 言 っ て も 過言 で は な い 47」 と の指摘 も あ る よ う に 、 ゴル ト シ ュ

ミ ッ ト の も た ら し た こ う し た縁がな ければ、 ヴ ォ ル フ は音楽家 と し て の道を歩めなか っ た で あ ろ う 。

1 877 年の出会いが、 確実に 支援の輸を広げる こ と に繋が り 、 ヴ ォ ル フ が音楽家 と し て 歩め る た め の 、

大 き な後押 し と な っ た と 考 え ら れる のであ る 。

5 . ま と め

本稿で は 、 1 877 年の ヴォ ル フ の書簡を も と に 当 時の支援状況を調査す る こ と で、 今 ま で明 ら か と

さ れて こ なか っ た 当 時の具体的な支援状況、 音楽的環境が明 ら か と な っ た。 そ の 中 で 、 フ ェ ー リ ク ス ・

モ ッ ト ル、 ア ー ダlレベル ト ・ フ ォ ン ・ ゴル ト シ ュ ミ ッ ト と い う こ人の重要な支援者が浮上 し 、 こ の

二人を中心 と し て 支援の輸が広が っ て い っ た と い う 支援体制が浮 き 彫 り と な っ た。 彼 ら は金銭的 ・

物質的支援に と ど ま ら ず、 職の提供、 人脈づ く り な ど、 あ ら ゆ る 面での支援を惜 し ま な か っ た。 彼

ら の支援があ っ た か ら こ そ、 ヴ ォ ル フ は l 度諦め た ウ ィ ー ンでの生活を再び始め る こ と が で き た の

であ る 。 そ し て 1 877 年の こ の二人の支援を皮切 り に 、 支援者は年々 増え 、 1 897 年の フ ー ゴー ・ ヴオ

ル フ 協会設立、 そ し て 1 903 年に亡 く な る ま での計 26 年間 も 、 一時た り と も 絶 え る こ と の な い厚い

支援の輪へ と つな が っ て い っ た の で あ る 。 そ う し た意味で、 た だの貧乏青年で あ っ た ヴ ォ ル フ の才

能を見抜 き 、 支援を始め た こ の二人の功績は大 き い。 こ の二人 と の 出会いが無ければ、 今 日 の優れ

た ヴ、オ ル フ作品は生 ま れな か っ た 、 と 言 っ て も 過言ではないだろ う 。

今後は 1 877 年以降、 作 曲 家 と し て 大成 し て い く 過程 に お い て の ヴ ォ ル フ と 支援者た ち の 関係、

支援を促 し た要因について、 支援者側の証言や書簡 も も と に 、 さ ら に調査を進め る 予定であ る 。
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テ、 ケルナーの詩に よ る歌曲』 を出版す る際、 自 ら保証人 と な り 資金援助も行っ た。
4 法律家、 伝記作家。
5 宝石商の夫ハイ ン リ ヒ と 共に、 ヴォ ル フ を援助する。 1 88 1 年以降、 1 903 年のヴォ ル フ の死ま で生涯支え続け、 献身的に愛

情を注いだ。 ヴォ ル フの死か ら 3 年後の命日 を迎え た後、 投身自殺を している。
6 ヴェルパ 1 979: 52。

7 デチ ャ イ 1 983、 ドルシェル 1 998 においては 1 877 年の記述はほ と ん どない。 ヴェ ルパ 1 979、 Suchy 20 1 0 においては、 当

時の支援者モ ッ ト ルやアーダルベル ト について記載はあ る も のの、 当時の収入源な ど具体的な支援の詳細は不明である。
8 ウ ィ ー ン国立音楽大学の声楽名誉教授。 国際フー ゴー ・ ヴオ ルフ協会の会長であ り 、 ヴォ ルフ全集の編集長も務める。
9 代表的な も の と しては、 恋人メ ラーニエ・ ケ ッ ヒ ェ ル ト Melanie Kochert に宛てた書簡集 （Grasberger 1 964） 、 友人のエー ミ ー

ル ・ カ ウ フ マ ン Emil Kauffmann (Hellmer 1 903） 、 フーゴー ・ フ ア イ ス ト Hugo Fa!Bt (Draheim, Hoy 1 996） に宛て た も の、

一時期交際 していた歌手フ リ ーダ ・ ツ ェ ルニー Frieda Zerny (Hilmar, Obermaier 1 978） 宛ての も の も あ る 。
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フーゴー ・ ヴォルフ と彼の支援者たち 1 877 年の書簡を も と に

10 Windischgratz ヴォルフの故郷。 当時はオース ト リ ア ・ ハンガ リ ー帝国のス ロ ヴェニア人居住地域内に あ る ド イ ツ 人の飛び領

地であっ た。 第一次世界大戦後帝国の瓦解ののち、 シ ュ タ イ アマルク州南部はユーゴスラ ヴィ ア に帰属 し、 現在はス ロ ヴェニア、

ス ロ ヴェ ニ ・ グラ デツ と 呼ばれている。

I I  ヴィ ンディ シ ュ グラー ツの音楽愛好者でヴォルフが開催する家庭音楽会に参加 していた。 後に地方裁判所判事にな っ ている。
12 ミ ュ ラー 1 904、 ヴ ア ルカー 1 968、 ヴェルパ 1 979、 デチ ャ イ 1 983、 ドルシ ェ ル 1 998 等。
13 ヴェルパ 1 979 : 38。
1 4 ヴォルフは次のよ う に述べている。 『今月 の 1 5 日 に部屋を引 き払いま す。 おかみ さ んが、 20 日 か ら 部屋を空き部屋に したい

そ う なのです。 その後 20 日 ま ではマイ ヤー ・ ヨ ハ ン （ヴォルフの親族） の家に泊めて も ら い ま す』
15 ヴェルパ 1979:49。 ヴォ ル フ は ウ ィ ー ンに戻る途中、 グラー ツ駅の待合室 に こ の草稿を置き忘れて紛失 し た。 ウ ィ ー ンで作

品の復元を試みた も のの、 残 り の楽章の断片を幾っか遺 したのみで、 作品は未完に終わ っ ている。
16 Walker 1 968: 50。
17 Spitzer ed. 20 1 0: 1 9。 1 0 月 8 日 付書簡。
18 註 1 3 参照。
• • Spi也er ed. 20 1 0: 1 80 3 月 5 日付書簡。

20 Miller 200 I 、 Aigner 20 1 0 を主に参照 した。
2 1 1 9 世紀後半か ら 20 世紀初頭を代表する指揮者。 当初はホルン奏者 と して活躍 したが、 後に指揮者に転向 し成功を収めた。
22 Aigner 20 1 0、 Jones 200 1 、 Saffle 1 987 を主に参照 した。
23 Jones 200 1 : 1 04. 37 ～ 40 行引用。
24 ヴェルパ 1 979 : 53。
25 Walter 1 966: 1 6。
26 法律家。 R. ヴ ァ ー グナーの若い頃の友人であ っ た、 シ ュ タ ン ト ハル タ一博士の息子。 ヴ ォ ル フ は彼について次の よ う に述べ

ている。 「シェーンアイ ヒ は音楽のみな ら ず、 ま た も っ ぱら 文学に も極めて造詣が深い う え、 決 して間違いのない信頼で き る判
断を持っ た人物なので、 僕に多大な影響を及ぼしています」 （Spitzer ed. 20 1 0: 27 o 1 2 月 1 8、 1 9 日 付書簡）。

27 法律家、 ピアニス ト 、 作曲家、 音楽評論家。
28 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1 。 1 1 月 1 5 日 付書簡。

担 Walker 1 968: 54。

却 Walter 1 966: 1 9。
31 ヨ ハン ・ シ ュ ト ラ ウ ス の親友の一人で も あ っ た。
32 Spi包er ed. 20 1 0: 20。 1 1 月 1 3 日 付書簡。
33 Suchy 20 1 0: 1 1  So 
34 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1 。 1 1 月 1 5 日 付書簡。
35 西原稔 2009 : 4 1 0  
36 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1 。 1 1 月 1 5 日付書簡。
37 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1 。 1 1 月 1 5 日 付書簡。
38 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1 。 1 1 月 1 5 日付書簡。
39 Spitzer ed. 20 1 0: 20。 1 1 月 1 3 日付書簡。
40 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1 。 1 1 月 1 5 日付書簡。
4 1 Spitzer ed. 20 1 0: 250 1 1 月 30 日 付書簡。
42 Spitzer ed 20 1 0: 1 3。
43 Aigner . 20 1 0: 205。
44 Spitzer ed. 20 1 0: 2 1  o 1 1 月 1 5 日付書簡。
45 こ の他に も ゴル ト シ ュ ミ ッ ト の 《 7 つの大罪》 に関わっ ていた こ と で 「僕は タ ッ ベル ト （有名な ヴ、ア グナー擁護者） に紹

介される と い う 特典を受けま し た」 （Spi包巴r ed. 20 1 0: 29。 1 2 月 22 日 付書簡） と い う 記述も残っ ている 。
46 Spitzer ed. 20 1 0: 250 1 1 月 30 日 付書簡。
47 Grasberger 1 960: 23。
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